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峯雛

厳しい練習の成果
　7月15日に行われた十日町地区支会ポンプ車操法

競技会で、中里村消防団本部分団の皆さんが、見事

練習の成果を発揮し優勝しました。

　練習風景については、7月10日号の表紙になって

おります。

　いつもありがとうございます。そして、おめでと

うございます。
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7月22日（日）、中里中学校グラウンドで第25回中里村民体

育祭が行われました。

開会式では、昨年度優勝の第5チーム・鈴木辰雄さんが

代表して、「日頃の運動不足を痛感するように精一杯全力

で競技します」と選手宣誓を述べ、競技が始まりました。
白熱した競風ユーモアのある応援に、暑さを力にかえ滋、・

て精一杯競技していました。

結果は885点を獲得した第6チームが優勝し、閉会式で

はお互いの健闘を称えあい、あたたかい拍手が響いていま

いた。
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懇
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．
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◆
倉
俣
診
療
所
　
8
月
1
4
日
㈹
～
1
6
日
㈱
　
　
◆
歯
科
診
療
所
　
8
月
1
3
日
㈲
～
1
6
日
㈱
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蝕制度ですcり
　国保は助け合いの

パ
諺

　まもなく、国民健康保健証の

更新時期です。、

裸険税を納め忘れがあると思

われる方は、納入状況を税務課一

に確認してみてください。

◆国民健康保険税（平成12年4月分から対象）の滞

　納が納期限から1年滞納が続く場合、保険証の代

　わりに「資格証明書」が交付されます。

　この証明書は、国保の被保険者であることを示す

　証明書としての役割のみで、医療機関で診療を受

　けるときは、資格証明書を提示して、かかった医

　療費の全額を医療機関に支払うことになります。

　詳しくは、中里村役場民生課国民健康保険係まで
　　　　　　も
　漕63－3111
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　8月は夏山のシーズン。軽登山やハイキングなど、気軽な山歩きを楽し

む人も多くなりますが、それに伴って遭難事故も多発しています。

　特に目立つのは、中高年登山者の事故。昨年の夏山では441人の遭難事

故がありましたが、そのうち326人が40歳以上の中高年となっていいます。

また、体力や技術の不足、天候判断の誤りや装備の不足など、登山の基本

的な知識の欠如が事故の原因になっているケースが多く見られます。

Cく｝，が危，ない！
①縦走路でスリツプ ②病気・疲労
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③道迷い ④落石・落雷

雌俊〆
幻
牌
、

登山前の準備

白全対｛策

○自分の体力に合った山を選ぼう

　自分の体力を過信せず、自分の体力や能力に

　合った、無理のない登山計画を。

○天候を事前に把握しよう

　天気予報のほか、インターネットや電話で、

　警察庁や各県警の地域課などで提供している

　山岳情報もチェックしておきましょう。

○健康に不安のあるときは、無理して登らない

○中級以上の山に登るときには、必ず登山計画

　書を提出しよう

　万一、遭難事故に遭ったとき、捜索範囲が限

　定でき、いち早く救助するための助けになり

　ます。

○山岳保険に入っておこう

　山岳遭難の捜索・救助にはお金がかかります。

　万一に備えて加入しておきましょう。

○通信手段を持っていこう

　携帯電話や無線などを持って行けば、万一遭

　難したときに通信手段を確保できます。

山に登るとき

○夏でも服装・装備は万全に（下図参照）

○登山ロで「登山カード」を記入し、ポストに、

　投函しよう

　登山カードは入山したことの証明です。万一、

　事故が発生した場合、迅速な捜索救助の助け

　になります。
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7
月
2
0
日
㈹
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

駐
車
場
で
、
「
第
5
回
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
方
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

交
友
会
等
に
よ
る
出
店
・
イ
ベ
ン
ト

も
多
く
出
店
さ
れ
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
中
里
芸
能
協
会
の
人
達
に
よ

〉
カ
ン
ト
ゥ
ス
の
演
奏

る
演
舞
、
ペ
ル
ー
の
兄
弟
ユ
ニ
ッ
ト

「
カ
ン
ト
ゥ
ス
」
に
よ
る
幻
想
的
な

調
べ
も
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
達

は
出
店
で
買
っ
た
食
べ
物
や
飲
み
物

を
手
に
、
信
濃
川
の
ほ
と
り
に
流
れ

る
涼
風
を
感
じ
な
が
ら
、
夏
の
夜
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
花
火
も
あ
が
り
、
火
の

粉
が
降
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
る
ほ

ど
真
上
で
大
輪
の
花
が
咲
く
の
で
、

拍
手
と
歓
声
で
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

〉
迫
力
の
花
火

　
7
月
1
0
日
㈹
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

大
ホ
ー
ル
で
、
新
潟
日
報
の
篠
田
昭

先
生
を
講
師
に
招
き
、
「
ど
う
す
る
合

併
～
小
泉
改
革
の
流
れ
の
中
で
考
え

る
～
」
と
い
う
題
目
で
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
7
0
名
近
く
の
人
た
ち

が
集
ま
り
、
熱
心
に
篠
田
さ
ん
の
話

を
メ
モ
な
ど
取
っ
た
り
し
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
合
併
の
歴
史
か
ら
講
習
会
は
始
ま

り
、
現
在
の
状
況
、
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
語
ら
れ
、

篠
田
先
生
の
総
括
的
な
意
見
と
し
て

は
「
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

無
視
し
た
合
併
は
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
意
見
で
し
た
コ
し
か
し
、
都

市
部
に
お
け
る
人
事
流
動
の
期
待
で

き
る
地
域
に
つ
い
て
は
合
併
を
推
奨

す
る
意
見
で
、
一
存
に
反
対
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
「
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た

合
併
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き

て
い
る
。
そ
の
最
終
バ
ス
に
乗
る
か
、

乗
ら
な
い
か
は
慎
重
に
、
か
つ
早
急

に
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
篠
田
先
生
は
、
「
合
併
は
手

　
7
月
6
日
㈹
、
役
場
応
接
室
で
人

権
擁
護
委
員
を
1
8
年
間
勤
め
ら
れ
て

き
た
濱
野
孝
司
さ
ん
が
、
そ
の
任
を

終
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
法
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

潰
野
さ
ん
は
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事

に
つ
い
て
「
相
談
に
来
ら
れ
た
人
の

身
に
な
っ
て
考
え
、
そ
の
人
と
一
緒

に
問
題
に
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
が
大

切
」
「
子
供
と
の
接
点
も
多
く
あ
り
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
っ
た
」
と

　
　
　
・
委
麟
撮

感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
濱
野
さ
ん
の
任
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
齋
藤
馨
爾
さ
ん
に
は
、
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
「
責
任
あ
る
立
場

に
、
全
力
で
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
人
権
擁
護
委
員
の
齋
喜
正

甫
さ
ん
は
、
引
き
続
き
そ
の
任
を
引

き
継
い
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

段
で
あ
り
、
目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
の
幸

せ
探
し
に
あ
る
。
」
と
し
て
、
地
域
づ

く
り
の
3
要
素
（
熱
中
バ
カ
・
視
野

の
広
い
人
材
・
地
域
の
応
援
団
）
が

い
る
地
域
に
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
活
力
が
あ
り
、
う
ま
く
い
く
秘

訣
だ
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲それぞれに合った合併を行うべきと

　説く、篠田先生

〉
左
・
濱
野
さ
ん
　
右
・
齋
藤
さ
ん
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7
月
2
8
日
㈹
、
旧
高
道
山
小
学
校

体
育
館
横
で
、
今
ま
で
の
感
謝
と
こ

れ
か
ら
の
発
展
を
祈
っ
た
記
念
石
碑

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
子
供
達
や
先
生
、
関

係
者
等
約
5
0
名
が
参
列
し
、
子
供
達

の
手
で
除
幕
さ
れ
、
一
通
り
の
儀
式

が
終
了
す
る
と
、
子
供
達
は
懐
か
し

い
雰
囲
気
に
心
が
浮
き
立
つ
の
か
、

集
合
時
間
前
に
は
、
元
気
な
声
を
出

し
、
仲
間
た
ち
と
駆
け
回
っ
て
い
ま

し
た
。

▲子供達の手で除幕

　
8
月
1
日
㈱
、
中
里
村
民
体
育
館

で
「
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室
・
科
学
実

験
」
で
、
子
供
た
ち
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
細
工
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、

空
気
圧
等
の
力
で
飛
ば
す
実
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
丹
精
こ
め
て
作
り
上
げ
た
そ
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
勢
い
よ

く
飛
び
出
し
、
約
30
メ
ー
ト
ル
の
距

離
を
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
子
供
達

は
自
分
の
作
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ん

で
い
く
姿
を
眩
し
そ
う
に
空
を
見
上

げ
、
暑
さ
も
忘
れ
て
落
下
地
点
に
走

っ
て
取
り
に
行
き
、
誰
の
ロ
ケ
ッ
ト

が
遠
く
ま
で
飛
ん
で
い
く
の
か
、

争
し
て
い
ま
し
た
。

競

〉
飛
ん
で
い
く
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
上
げ
る

　
子
供
達

　
8
月
1
～
3
日
の
2
泊
3
日
、
津

南
町
山
伏
山
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
中
里

・
津
南
合
同
に
よ
る
、
小
学
生
4
年
～

中
学
1
年
を
対
象
に
し
た
「
サ
バ
イ

バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
50
人
あ
ま
り
の
子
供
達
が
集
ま
り
、

3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
山
伏
山

登
山
・
カ
ヌ
ー
体
験
・
食
材
探
し
を

順
番
に
こ
な
し
、
子
供
達
は
巨
常
で

は
体
験
で
き
な
い
こ
と
に
楽
し
ん
で

　
7
月
1
2
日
㈲
、
中
里
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
第
3
回
な
か
さ
と
ト
キ
メ

キ
大
学
が
開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ
は
「
生

活
に
根
ざ
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
　
パ
ー

ト
2
」
と
い
う
こ
と
で
、
ゴ
ミ
問
題
、

環
境
問
題
、
地
球
温
暖
化
等
の
問
題

に
触
れ
な
が
ら
、
主
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
方
法
や
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
例
が
紹
介
さ
れ
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
意
見
を

深
め
て
い
く
た
め
に
、
1
0
名
く
ら
い

い
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
家
か
ら
持

っ
て
行
く
食
材
は
米
だ
け
で
、
食
事

の
お
か
ず
に
な
る
も
の
は
、
そ
の
場

で
見
つ
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の

日
の
晩
御
飯
の
た
め
に
子
供
達
も
頑

張
っ
て
魚
釣
り
、
山
菜
探
し
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
山
伏
山
キ
ャ
ン
プ

場
か
ら
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
ま
で
の

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
っ
て

も
ら
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゴ

ミ
問
題
は
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、
一

人
一
人
の
意
識
の
向
上
が
急
務
に
な

っ
て
い
ま
す
。

灘
　
∞
、

聯鞭雛
灘
、
ー

〉
真
剣
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た

約
1
2
キ
ロ
を
歩
き
、
文
明
の
利
器
を

使
わ
な
い
で
過
ご
し
た
3
日
間
に
子

供
達
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
、
・
鱗
讐
、
管
協
雛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
』
麟
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
難
二
　
帰
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
隔
　
雑
、
’
｝
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
孫
、
　
諜
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
姫
　
侮
　
■
譲
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
叢
軸
，
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
慧
蜥
』
鞭
叢
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
、

　　　　　、羅

　　　麓盤
　懸嚢

　
　
驚
　
鞭
．
勤
鴛
藷

　
　
馨
一
羅
、
董
憶
舶

　
　
鍵
叢
闇
黎
、
糠

羅
、
鱈
案
鞘
∞

“
漿
嚢

雛
難
灘
難

　
6
月
2
4
日
㈲
、
十
日
町
市
総
合
体

育
館
で
「
第
2
3
回
中
越
地
区
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
、
小

学
生
女
子
の
部
で
中
里
村
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
村
山
恵
理
さ
ん
、
大

口
貴
子
さ
ん
、
鈴
木
智
絵
さ
ん
の
3

人
が
ー
・
2
・
3
位
の
健
闘
を
見
せ

ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
の
鍛
錬
が
実
を
結
び
、

結
果
に
出
し
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平成／3年8月10日広報なかさと7



こ
ん
腰
黍
鰹
糠
理
騰
い
か
が
で
亨
か

◆
作
り
方

①
鶏
も
も
肉
を
一
ロ
大
に
切
り
、
下
味
を
付
け
て
お
＜
。

②
ナ
ス
は
縦
半
分
に
切
り
、
表
面
の
ほ
う
に
格
子
状
に
切
れ
目
を
付
け
て
水
に

入
れ
ア
ク
ぬ
き
を
し
、
ザ
ル
に
上
げ
て
よ
く
水
を
切
っ
て
お
＜
。

③
④
を
煮
立
て
て
冷
ま
し
、
南
蛮
酢
漬
汁
を
作
る
。
（
長
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
、

た
か
の
つ
め
は
種
を
と
り
輪
切
り
に
す
る
。
）

④
揚
げ
油
を
熱
し
、
小
ナ
ス
を
か
ら
揚
げ
に
す
る
。
次
に
￥
下
味
を
付
け
た
鶏

肉
に
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
揚
げ
る
。

⑤
ナ
ス
と
鶏
肉
は
熱
い
う
ち
に
漬
汁
に
入
れ
、
／
時
間
位
冷
や
し
て
お
く
。

⑥
。
。
盃
に
⑤
を
盛
り
付
け
、
ト
マ
ト
・
青
じ
そ
で
飾
る
。

★
＃
ノ
川
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
鶏
肉
を
揚
げ
る
時
に
ま
ぶ
す
の
は
、
片
栗
粉
よ
り
小
麦
粉
の
方
が
、
サ
ラ
ッ

と
仕
上
が
り
ま
す
。

◆
『
南
蛮
漬
け
」
に
つ
い
τ
一
竃

・
肉
が
苦
手
な
方
は
白
身
の
魚
で
も
応
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
野

菜
を
酢
で
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
ら
れ
．
ま
た
、
ピ
リ
ッ
と
辛
い
こ
と
で
食
欲
を

そ
そ
り
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

井
ノ
川
久
子
さ
ん
（
如
来
寺
）

◆
「
鶏
肉
と
揚
げ
ナ
ス
の
南
蛮

清
け
」
の
材
科
　
　
（
5
人
分
）

・
鶏
も
も
肉
…
…
…
…
…
…
4
0
0
g

・
（
小
）
ナ
ス
…
…
…
…
…
…
・
1
0
個

鶏
肉
下
味
用

　
・
お
ろ
し
し
ょ
う
が
…
…
小
さ
じ
ー

　
・
酒
…
…
…
…
…
…
・
…
大
さ
じ
ー

　
・
し
ょ
う
油
…
…
－
…
…
大
さ
じ
／

南
蛮
漬
汁紫

畑
目
渠
謁
※

　
●
乍
…
…
…
…
：
…
…
…
：
O
C

　
　
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
じ
　

　
・
お
ろ
し
し
ょ
う
が
…
…
大
さ
じ
2

　
・
長
ね
ぎ
…
…
…
　
…
2
分
の
／
本

　
・
た
か
の
つ
め
…
…
…
－
2
～
3
本

・
ト
マ
ト
…
…
－
・
　
　
　
…
…
2
個

・
あ
お
し
そ
…
…
…
－
…
…
…
－
5
枚

・
小
麦
粉

・
揚
げ
油

平成13年7月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 韮嚢費 講負業者

簡易水道事業倉俣芋川地区配水管布設2工区 倉　俣 3，163，650円 有限会社富井電気
簡易水道事業倉俣芋川地区配水管布設3工区 倉　俣 6，877，500円 有限会社信濃設備
簡易水道事業清田山地区配水管布設替工事 倉　俣 4，284，000円 ㈱　　鈴　　木　　土　　建

特定環境保全公共下水道事業汚水官渠新設工事（1工区） 倉　俣 5，775，000円 ㈱　　　中　　　　　　澄

特定環境保全公共下水道事業汚水官渠新設工事（3工区） 倉　俣 17，640，000円 ㈱　　鈴　　木　　土　　建

特定環境保全公共下水道事業汚水官渠新設工事（6工区） 倉 俣・11，865，000円 ㈱　　三　　高　　土　　木

緊急地方道路整備事業村道中学校消雪パイプ工事 荒　屋 19，635，000円 大　　村　　建　　設　　㈱

簡易水道事業山崎配水池増設電気計装設備工事 上　　山 32，550，000円 新　　和　　電　　気
林道開設事業普通林道新屋敷線開設工事 新屋敷 26，250，000円 大　　村　　建　　設　　㈱

簡易水道事業貝野地区配水管布設水道4工区 宮　中 1，732，500円 有限会社樋口水道
特定環境保全公共下水道事業汚水官渠新設工事（10工区） 芋　川 5，460，000円 南　　雲　　産　　業
特定環境保全公共下水道事業汚水官渠新設工事（8工区） 倉　俣 5，575，500円 正喜屋建設工業
特定環境保全公共下水道事業汚水官渠新設工事（11工区） 宮　中 7，140，000円 有限会社滝沢重機
公立学校給食施設整備事業倉俣小学校給食室改修工事 倉　俣 25，200，000円 サ　ンウ　ッ　ド新潟
林道用地整備事業林道西方線用地測量 西　方 4，725，000円 十　　日　　町　　測　　量

簡易水道事業倉俣芋川地区配水管布設水道5工区 芋　川 987，000円 有限会社富井電気
簡易水道事業倉俣芋川地区配水管布設水道6工区 芋　川 2，257，500円 有限会社樋口水道
簡易水道事業貝野地区配水管布設替（村道本屋敷北原線） 本屋敷 5，460，000円 大　　隆　　建　　設　　㈱
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中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
民
ト
の

よ
こ
が
お

⑥

懸
灘
の
繁
鱒
線
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
躍

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ

ー
は
1
9
4
4
年
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
現

代
美
術
家
で
世
界
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
1
9
6
8
年
に
初
個

展
を
し
て
以
来
、
ド
イ
ツ
の
ド
ク
メ

ン
タ
や
、
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
な
ど
大
規
模
な
国
際
展
に
出
品
し

ま
し
た
。
日
本
で
の
最
初
の
展
覧
会

は
1
9
9
1
年
に
、
水
戸
芸
術
館
と

I
C
A
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

て
展
示
す
る
作
品
は
、
喪
失
や
死
に

ま
つ
わ
る
埋
も
れ
た
記
憶
を
喚
起
さ

せ
る
作
品
で
す
。
①

　
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
②
と
い
う
作

品
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
子
供
の

ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
配
置
し
、
電
球
で

難
灘
藻
薬
蕃

　
　
　
　
　
写
真
で
表
現

も
と
も
と
絵
を
描
い
て
い
た
彼
は
、

1
9
6
8
年
に
絵
を
描
く
こ
と
を
や

　
　
　
め
、
行
為
と
存
在

　
　
　
の
記
憶
を
手
が
か

　
　
　
り
に
、
映
画
、
ビ

　
　
　
デ
オ
、
写
真
を
使

　
　
　
？
て
、
作
品
を
制

　
　
　
作
す
る
よ
う
に
な

　
　
　
り
ま
し
た
。
作
家

　
　
　
自
身
の
写
真
や
、

物
　
　
匿
名
の
人
の
記
念

遺聖
　
　
写
真
、
所
持
品
、

①▲
　
　
古
着
な
ど
を
集
め

▲②「モニュメント」

ぼ
ん
や
り
と
照
ら
し
出

し
、
聖
壇
の
よ
う
に
配

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
彼
は
、

「
シ
ャ
ー
ズ
高
校
」
シ

リ
ー
ズ
と
い
う
作
品
で
、

ウ
ィ
ー
ン
に
あ
っ
た
ユ

ダ
ヤ
人
高
等
学
校
の
記

念
写
真
を
使
っ
て
、
ナ

チ
の
大
量
虐
殺
行
為
や

人
間
の
無
意
識
の
共
同
体
意
識
を
想

起
さ
せ
る
作
品
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
微
風
に
揺
ら
め
く
骸

骨
風
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
、
地
下
納
骨

場
を
思
わ
せ
る
棺
桶
状
の
箱
の
集
積
、

移
し
い
古
着
が
一
面
に
敷
き
詰
め
ら

れ
た
床
③
な
ど
、
死
や
濃
厚
に
死
の

気
配
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
多
く
展

開
し
て
い
ま
す

麟
雛
鑛
嚢
宥
で

　
　
　
　
　
　
　
作
品
設
置

　
昨
年
の
夏
、
大
地
の
芸
術
祭
で
設

置
し
た
「
リ
ネ
ン
」
④
と
い
う
作
品

は
、
使
い
古
さ
れ
た
服
を
ゆ
く
ら
の

畑
に
6
0
a
に
わ
た
っ
て
吊
る
す
と
い

う
作
品
で
し
た
。
集
落
の
方
々
が
共

に
つ
る
し
た
白
い
衣
服
は
、
真
夏
の

太
陽
の
も
と
河
原
の
風
を
う
け
て
ひ
．

ら
ひ
ら
と
舞
い
、
こ
の
地
を
生
き
た
、

こ
の
地
を
去
っ
た
人
々
の
魂
の
揺
ら

ぎ
を
表
現
し
た
作
品
で
し
た
。
そ
れ

は
、
農
業
と
人
間
の
共
同
体
の
さ
わ

　
　
、
．
。
鑛
．
雛
灘
慧
灘
灘

懸
灘

撚
醸
難
縫
躍
、
．

や
か
な
結
び
つ
き
と
し
て
、

心
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。

人
々
の

▲③「インスタレーション」

▲④「リネン」

平成13年8月／0日広報なかさと9



第
2
回
の
作
品
づ
く
り
は
、
私
た
ち
の
地
区
で
！

　
　
　
　
　
　
　
50
地
区
で
大
地
の
芸
術
祭
作
品
誘
致
希
望

　
「
作
家
と
一
緒
に
作
品
作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
、
第
2
回
大

地
の
芸
術
祭
の
作
品
誘
致
希
望
に
つ
い
て
広
報
等
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
校
や
企
業
、
地
域
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
50
地
区
（
団
体
）
か
ら
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
誘
致
希
望
は
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
に
お
い
て
、
各
市
町
村
の

ス
テ
ー
ジ
以
外
に
設
置
さ
れ
る
ソ
フ
ト
作
品
と
公
募
作
品
で
す
。
ま
た
今

回
の
誘
致
希
望
と
併
せ
て
、
新
潟
県
の
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
支
援
事

業
と
し
て
整
備
さ
れ
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
公
園
）

に
つ
い
て
も
誘
致
希
望
の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
2
5
か
所
が
候
補
地
と
し

て
あ
が
り
ま
し
た
。

　
誘
致
希
望
地
に
つ
い
て
は
北
川
フ

ラ
ム
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
市

町
村
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
各
場
所

に
あ
っ
た
作
品
の
選
定
や
公
募
を
行

い
、
作
品
作
り
を
す
す
め
ま
す
。

（
但
し
、
誘
致
希
望
を
し
た
場
所
す

べ
て
に
、
必
ず
作
品
が
設
置
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
）

　
今
後
も
随
時
、
誘
致
希
望
を
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
作
品
を
設

置
し
て
欲
し
い
と
い
う
地
区
や
団
体

は
各
市
町
村
の
企
画
担
当
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

》
地
域
と
の
協
働
で
作
っ
た
國
安
孝
昌
の

　
「
棚
守
る
竜
神
の
御
座
」

「
保
毒
無
繊
。
灘
霊
覇
成
セ
ミ

ナ
ー
」
の
藁
講
継
蓼
集

　
十
日
町
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
保
育
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
急
用

時
や
行
事
へ
の
参
加
等
で
忙
し
い
人

に
代
わ
り
、
一
時
的
に
保
育
の
お
手

伝
い
を
す
る
人
（
保
育
ヘ
ル
パ
i
）

を
養
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。
今
後
保
育
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
活
躍
し
た
い
人
が
対
象
で
、

性
別
不
問
で
す
。
な
お
、
資
格
取
得

や
就
職
の
斡
旋
は
で
き
ま
せ
ん
。
受

無
料
濠
纏
稠
談
の
開
催

　
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
無
料
法

律
相
談
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
商
取
引
や
賃
貸
借
上
の
ト
ラ

ブ
ル
、
交
通
事
故
や
相
続
関
係
問
題

等
身
近
な
法
律
問
題
で
聞
い
て
み
た

い
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
　
8
月
3
0
日
㈲

　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

◆
場
　
所
　
中
里
村
商
工
会

◆
弁
護
士
　
小
林
　
彰
　
先
生

◆
申
込
み
方
法

　
8
月
2
4
日
ま
で
に
商
工
会
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
盈
6
3
－
2
8
6
8

講
料
は
無
料
で
す
。
受
講
者
の
た
め

の
保
育
ル
ー
ム
あ
り
。
（
保
育
定
員
H

先
着
1
0
名
、
対
象
は
6
ヵ
月
児
以
上

の
乳
幼
児
、
一
人
一
回
千
円
1
1
保
険

等
含
む
。
お
や
つ
、
飲
物
の
用
意
は

不
要
）

◆
定
員
　
先
着
3
0
名

◆
目
時

・
9
月
2
7
日
㈲
　
1
0
時
～
1
2
時
1
5
分

　
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の
発
達

・
1
0
月
4
日
㈲
　
1
0
時
～
1
2
時
1
5
分

　
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方

・
1
0
月
1
1
日
㈲
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

　
子
ど
も
に
多
い
ケ
ガ
の
応
急
手
当

あ恥さつ運動の推進につ恥て・　学校教育課

　県教奮委員会では「幼児期からの噛の教蕎鋤を推進ずる観点

からβ幼・保・小連携推進事業』を実施じていまず。暴供達が

自欝から「おはよう」πこんにちは」「ありがとうございま蔓コ

とはっきり書えるよう習慣づけるには太人から鎧蓬あ鞍篤さ蓼莚

しましょう、地域をあげて畢供達の懸の教奮侮力を熟縦て繍き

たいと思いまず。ざ協力お願験じま該。

・
1
0
月
1
8
日
㈲
　
1
0
時
～
η
時
柘
分

　
子
供
の
食
事
に
つ
い
て

・
11
月
1
日
㈲
　
1
0
時
～
η
時
1
5
分

　
保
育
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
す
る

　
た
め
に

◆
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

◆
問
合
せ
・
申
込
み

　
9
月
7
日
㈹
ま
で
に
電
話
・
F
A

　
X
・
パ
ガ
キ
の
い
ず
れ
か
で
。

　
〒
9
4
8
i
8
5
0
1

　
十
日
町
市
千
歳
町
3
－
3
十
日
町
市

　
役
所
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

　
盈
5
7
1
3
1
1
1

　
…
㎜
5
7
1
3
8
0
0

第
2
翻
講
澱
饗
撚
塾

「
北
魚
沼
雛
蕪
ー

　
　
　
　
雌
遷
懸
欝
繕
う
ノ
」

◆
目
時
　
8
月
2
5
日
ω

◆
場
所
　
北
魚
沼
郡
（
羽
根
川
周
辺
及
び

　
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◆
内
容
　
バ
ス
に
よ
る
見
学
会
と
河
原
で

　
の
体
験
学
習
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

◆
対
象
　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
し

　
て
下
さ
い
。
家
族
の
参
加
を
歓
迎
し
ま

　
す
。

◆
参
加
費
　
1
人
　
3
0
0
円

◆
募
集
人
数
　
約
1
5
0
名

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所

　
励
8
4
－
2
0
7
3
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かんき・5 だ巧 ～夏の省エネ対策～

エアコン＆冷蔵庫の効率的な使い方
　夏を涼しく、快適に過ごすための必需品といえるのがエアコンと冷蔵庫。家電の中でも電力消費量が多

く、夏の電気代を上昇させる大きな要因でもあります。それだけに使い方次第で同じ冷え方でも電気代に

差がつきます。消費電力を抑えて、効率的に冷やすためのポイントを紹介しましょう。

エアコン
◆冷房の設定温度は280Cを目安に

　冷やし過ぎて上着を重ねるのではエネルギーの無駄。

　なるべく衣服で調節しましょう。また、ドライ機能

　で、湿度を少なくするだけで涼しく感じられます。

◆すだれやカーテンで日差しを調節

　日差しが入ると部屋の温度が上昇します。

◆フィルターは定期的に掃除を

　フィルターが目詰まりすると、エアコンの効率が悪

　くなります。

◆室外機は風通しのよい場所に

　室外機周辺に熱がこもると効率が悪くなります。

冷蔵庫

冷房は

280c

」
留

圃　・、

訓

で
　
　
ー

温
存

常
保

◆詰め込み過ぎはムダ

　詰め込み過ぎると、冷機の流れが悪くなり、効率的に冷

　やせません。また．常温で保存できる野菜やレトルト食

　品、カンブツなどが入ってないか冷蔵庫の中をチェック

　しましょう。

◆ドアの開閉を少なくする

　ドアの開閉のたびに冷機が逃げてしまいます。開けてい

　る時間はなるべく短く。

◆壁から離して風通しをよく

　壁に密着させて設置すると、暖気がこもって効率が悪く

　なります。

　　　　　　　　　　轍隠つ㈱で駒鋤ら漕
轡合併浄化槽設置者は必ず届出をμ
　合併浄化槽を設置する設置者は事前に届出するのが、法律で義務付けられています。必ず届出をして下

　さい。届出は、ほとんどの場合施行する工事店が代行してくれますが、設置者本人も届出書に記載されて

　いる事項に誤りがないか、また保健所、土木事務所にまちがいなく届出されたかどうか確認して下さい。

　◎便所改造などの場合は環境課へ　◎新築の場合は確認申請と一緒に建設課へ

傘合併処理浄化糟殼置整備事業補助傘制度
　村には下水道区域外地域に上記補助金制度があります。対象集落は、桔梗原、程島、東田尻、葎沢、倉

　下、土倉、小出、西方、西田尻、芋川新田、原町、新里、清田山、下山、田代、鷹羽、豊里、東田沢、市

　之越です。

　平成13年度工事をし、補助金を受けたい方は8月末日までに申し出て下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　役場環境課　盈63－3111

醗新築景定者の皆さんへ
　下水道が供用されている区域内に、新築を計画している方は公共マスの設置が必要となりますので早め

　に下水道係へお知らせください。

11 広報：なかさと 平成13年8月／0日



　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成13年度叢日町地区県民鶯護講座
齢　　　　　 難聯鵜灘灘　鶴簸礁　　　　　聯　　　緬　　　　　臨　　　　　 陥踊　　　 欄　　 鶴　　　　　 挽綴

◆日時・内容

回 月日・会場 時　　間 教　　　　科

1
10月3日㈱
クロス10

9：20～12：00 高齢者保健福祉の制度とサービス

13：00～16：00 介護技術の実際①（移動、リハビリ）

2
10月4日（木）

クロス10

9：20～12：00 介護技術の実際②（衣服の着脱等）

13：00～16：00 介護技術の実際③（食事のお世話等）

3
10月16日（火）

クロス10

9：00～10：00 難病患者への支援

10：00～12：00 介護の基礎知識

13：00（）14：00 介護技術の実際④（口腔と歯周病予防）

14：00～16：00 痴呆性高齢者の理解

4 10月22日～26日 9：00～16：00 通所介護施設での実習（期間内のうち1日）

5
10月30日（火）

クロス10

9：00～10：00 介護技術の実際⑤（健康管理）

10：00～12：00 地域支援論①（住民相互の助け合い）

13：00～14：00 高齢者・障害者の理解

14：00～16：00 地域支援論②（ディスカッション）

◆募集定員　50名　　ノ◆参加経費　無料　　◆募集締切　9月10日（月）必着
－
◆
対
象
者
　 高齢者を介護している家族、ボランティア活動を志している方

◆申込み方法　はがきに下記事項を記入して郵送

　　　　①郵便番号、住所　②氏名　③生年月日　④電話番号

◆受講者の決定及び通知

　　　　決定者には9月25日（火）までに通知します。なお、申込者が定

　　　　員を超えた場合は抽選となります。
◆申込み・問合せ先　十日町保健所内　県民介護講座担当

　　　　　　〒948－0054十日町市大字高山857　且0257（57）2400
◆その他　この講座は訪問介護養成研修ではありません。ただし、本講座終

　　　了後3年間は、訪問介護研修3級過程の一部（「老人福祉の制度と

　　　サービス」2時間、「サービス利用者の理解」3時間、「介護技術

　　　入門」10時間）について免除を受けることができます。

囹国固国

翻難繋難家叢難叢馨難…

山岸滉弥くん（1歳）⑨
由秀さん・里香さん夫妻の二男（芋沢）

いつも元気で人見知りをせずに誰

にでも愛想のいい滉弥くん。自分の

持っているものを手渡しして．ニッ

コリ笑ってくれます。

　「マンマ」「ネンネ」などもしゃべ

り、仏壇の前では、手をあわせ「ナ

ムナム。します。しかし、蚊取り線

香にも「ナムナム。と手をあわせて

しまい．茶目っ気いっぱいです。

お母さんはそんな滉弥くんに「健

康さえいてくれれば。」と話していま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
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．
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①
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．
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萎
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．
．
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灘
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⑭
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㈱
　
公
民
館
で
は
、
手
作
り
工
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教
室
を
5
回
講
座
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
　
㎜

・。

趣
味
の
拡
大
に
、
学
校
の
文
化
祭
P
T
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作
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作
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加
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翅
・
m
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1
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定
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3
0
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㎜

㎜
◆
参
加
費
　
実
費
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道
具
代
6
7
0
円
、
教
材
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随
時
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準
備
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ふ
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サ
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お
し
ぼ
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◆
開
講
期
間

　
8
月
2
8
日
㈹
～
9
月
2
7
日
㈲

　
毎
週
火
曜
・
木
曜
実
施

◆
時
　
間
　
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分

◆
場
　
所
　
津
南
高
等
学
校
　
情
報
処
理
室

◆
開
講
内
容

　
W
e
b
ぺ
ー
ジ
の
作
成

　
～
基
礎
か
ら
学
ぶ
H
T
M
L
～

◆
募
集
人
数
　
3
0
名

◆
応
募
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rβ、れあい看護傭験2003』に参加しませんか」

　新潟県看護協会では、社会人を対象に、1日看護婦（士）体験希

望者を募集しています。ユニフォームを着て、患者さんのお世話を

してみませんか。

◆対象者　社会人　　　◆参加費　無　料

◆申込み方法　往復はがきに住所・氏名・年令・性別・職業・電話

　　　　　　　番号・自衣のサイズ・参加動機・希望病院（第2希

　　　　　　　望まで可）を記入して郵送してください。　＿
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◆申込期限　9月1日（士）必着

◆実施病院・月日・人数等

　・10月11日休）上村病院3人
　・10月12日（金）厚生連中条病院　5人

◆申込み・問合せ

　〒951－8133　新潟市川岸町2－11
　新潟県看護協会　ふれあい看護体験係

　盈025－265－1225
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村では、毎年克雪住宅の建築に補助金を交付してきましたが、

平成13年度より制度の見直しがあり村長により事業地区の指定

を受けた地区のみ補助金の交付をうけられるようになりました。

つきましては、下記のとおり事業地区を指定しましたのでお知

らせします。

◆事業地区指定日　平成13年6月1日働

◆事業地区の耐雪　地区振興会ごとに指定（7地区）

◆事業地区指定要件

1．各事業地区により道路、集落センター等公共施設の除雪を

　行う。

2．克雪住宅の建築（新築、増改築、改良）のときに道路に家

　屋周辺の雪を出さないよう努力する。また、既存住宅につ

　いてもなるべく道路に雪を出さないよう努力する。

3．村道除雪計画に協力する。

◆補助金の概要

補助金額の交付については、事業地区指定要件2を守るため

中里村指定の距離を確保しなければ補助金の対象となりませ

ん。距離の確保が難しいときは隣接土地及び集落区長の同意

が必要となります。’

◆補助金額

・補助対象工事費　　2，500千円以内

・補助対象経費　　　　660千円以内・

融雪式　　補助対象経費×2／3（440千円以内）

その他　　補助対象経費×1／2（330千円以内）

※融雪式については融雪式に含みます。

◆問合せ先　役場建設課管理係　盈63－3111
なお、克雪住宅協調整備事業の詳細につきましては建設課に

要領がありますのでお問合せください。
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。

　8月↑5目～9月5目
　　　　　　　　“
カレンター

舗

鶴　　縣　　　　　雛麟　羅　髭櫻　　　麟纏顯　　　箆

15㈱

清田山自然運動公園まつり　合清田山自然
運動公園
補聴器相談（リオン）　合役場
㊤13：45～14二〇〇

16㈱ 大民謡流し

17囲
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ1ンター　（D13二30～16二〇〇

18（土）

19（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（D11：00～11二40

20（月）

21（火》 遊びの教室　合総合センター
㊤9：30～10二〇〇受付

22（水》

23（木） 母親学級　合保健センター
（D13二〇〇～13：30受付

24囲

三種混合　合保健センター
044二〇〇～14：30受付

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
セ！ンター　013：30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
013二30～16二〇〇

25㈹
26（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ー辺レ　　（D11：00～11二40

27（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（D15二30～16二〇〇

28（火》

29㈱

30休） 胃がん検診・大腸がん検診　合重地構造改
善センター　（D7二30～10二〇〇受付

31囲

胃がん検診・大腸がん検診　合清津峡小学
校　（∋7二30～10：00受付

心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービ
スセンター　013：30～16：00

1㈹

2（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（E）11二〇〇～／1二40

中里村消防団秋季消防演習　合貝野小学校
グラウンド　（D8二〇〇～

3（月）

4（火》 乳幼児身体測定　合保健センター
09二30～11：00受付

5㈹

補聴器相談（リオン）　合役場

（D13二45～14：00

トキメキ大学　合総合センター
（1）19二30～21：30

　　　灘騰嚢灘麟欝灘繰灘購懇魏遙難楼灘雛叢
　　　　　　　　　　　　　　灘顯蟻鐵灘難
奮　　　鰐

　　　7月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，231人（一1）

　　　女3，253人（十3）
　　　計　6，484人（十2）
●世帯数　　　　1，706　（一2）
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